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「学問の系譜一アインシュタインから湯川・朝永へ 」
「わあわあ言わずに何か一つにまとめや」と言ってくださったのが佐藤文隆さんです。おかげさまで、
私にとっては非常に重要な仕事ができました。あまり長く話していてもしょうがないのですが、これ
は言っておかないといけません。そういう非常に幅広い部分があったおかげで、いろいろな人がし、ろ
いろなところに行っていろいろなことを、いし、か悪し、か知りませんが、やりました。
[s1ide 7] 1980年前後にいたス
タップは、もちろんどんどん外に
出られるのですが、池内さんは天
文台の理論部をつくるというこ
とに非常に尽力を出されました。
要するに日本の観測的宇宙論を、
理論の側面から非常に強化する
ということに非常に尽力された
と思います。
中沢さんは、日本惑星科学会と
いうものをつくってしまったと
聞いています。現在では、京都モ
デルという名前で一般名詞みた
いになっている、太陽系の形成に
佐藤勝彦:'83東大へ転出.ビッグパンセンター設立など、東大を|ついての林先生が作られたシナ
宇宙論の一大拠点に. | リオを、いろいろと学会で研究さ
[Slide η れるようになるきっかけを中沢
さんは作られたのではないかと思います。佐藤勝彦さんは、宇宙論をやっている方も素粒子の方もも
ちろんご存じだと思いますが、東大で京都に対抗すると言うべきか、非常な一大拠点を作られました。
[slide 8]最後に、これは呑みな
がらやった方がいいような話、エ
ピソードを紹介します。ここだ
けをやれば林研究室気風がわか
るのではなし、かということです。
そのしこれは私が劣等生だっ
たためなのですが、大学院修士の
入試に必ず落ちると思っていたの
ですが、合格したのです。受かっ
たと言われて、喜び勇んで林先生
の部屋へ行って、これから半年、
宇宙物理のどんな勉強をしたら
いいでしょうかと言いましたら、
林先生は覚えておられるかどう
かわからないのですが、答えはこ
うでした。「遊んでばかりいたの
だからそんなことを考える必要
はない。ランダウ・リブシッツで
も読んでおけん
“天体核"の拡散
1980年前後
池内了:'78北大へ転出.その後、天文台で共同利用研化、
理論部創設に尽力.阪大、名大を遍歴し、現在は車大.
中沢清:'82東大へ転出.その後東ヱ大へ移る.
日本惑星科学会設立に中心的役割を果たす.
最後にエピソードを少々
その1
佐々木:(院入誌に合格し、喜び勇んで)これから半年問、宇宙物理
についてどんな勉強をしたら良いでしょうか?
林先生:君はこれまで遊んでばかりいただろう。そんなことは考える
必要はない。ランダウ圃リフシッツでも勉強しておきたまえ!
物理の基礎を重視 M1でのGeneralEducation 
その2
林先生:(中村卓史さんを部屋に呼んで)太陽系形成で問題の徹惑星の
成長の研究をやってみないか?
中村(卓):しかし、参考文献も何もない分野で仕事をするのは難しいです。
林先生:参考文献がない子ー マだからこそ、活躍の場があるのではないか。
みんなと同じことをやっていては、重要な貢献はできない!
常に新しいテーマにチャレンジする開拓精神
[Slide 8] 
これは非常なショックでした。ショックでしたが、これは非常にいい、確かにそのとおりです。逆
に言うと、私がその時に、宇宙物理学を勉強していたら、たぶん何の役にも立っていなかっただろう
と思います。というのは、 Mlになってから宇宙物理を一所懸命勉強したのですが、身に付いたのは
30%あるかなし1かという感じでした。その代わり、一般の物理を真面目に一所懸命やる。やるなか
で、宇宙に関係したことに何か疑問があったら、それにちょっと勉強した物理の基礎を応用してみて、
何かおもしろいことができなし、か考える、そういう考え方を、ここで教えていただいたような気がし
ます。これが先ほど紹介した、佐藤文隆さんの書かれていた、基礎から積み上げるということにつな
がっていくのではなし、かと思います。
??????
研究会報告
もう 1つは、先ほど、林先生がお話になったことそのものなのですけれども、実はこれは中村さん
にちゃんとインタビューをしてチェックをしましたので、嘘はないと思います。何かと言いますと、
何かの折に中村さんを研究室の部屋に呼んで、その時、先生は難しい問題にぶつかっておられたのか
どうなのか、私はそのへんはよくわかりませんが、太陽系形成で、微惑星、つまりダストが集まって
惑星がつくられていくという形成の研究をやってみなし、かと声をかけられたそうです。中村さんは、
もちろん、そんな誰もやっていない、参考文献も一つもないようなそんなところでやるのはたいへん
だから、嫌だと言ったそうです。それが本当の理由だったかどうかは知りませんが、そのような返事
をされたのです。林先生の答えは「参考文献がないテーマだ、からこそ、活躍の場があるのではないか。
みんなと同じことをやっていては、重要な貢献はできなしリ。まったくそのとおりですね。耳が痛い
です。というわけで、つねに新しいテーマにチャレンジする開拓精神。実はこれが、天体核にとって
は、一番大きかったのでしょう。それで先ほどのように、天体核が拡散する原因にもなっているので
はないかというのが、劣等生の個人的な感想です。以上です。
討論
杉本大:どうもありがとうございました。佐々木さんは、 1975年に大学院に入ったと言いましたよ
ね。それが正しいとすれば、林先生と私は学年で言うと 16年違うのです。私と佐々木さんと
も16年違うのです。佐藤さんは私の 1年下ですから、気風の話をするのだ、ったら、始めの 16
年が抜けていたと思うのですけれども、佐藤さん、何かコメントはありますか。
佐藤文:あとで挨拶をしろと言われているので、懇親会で話します。
杉本大:では、あとに残しておくということで、ご、質問かつコメントはございますか。
坂東:普通、ボスというのは自分がやっていることを下にやらせたがりますよね。それが、林研では、
あれをやってもこれをやっても受け入れられたのですか。
佐々木:受け入れられたというのが正しいですね。やらせようとはしているのです。言うことを聞か
ないのです。みなさんが言うことを聞かない。最初から言うことを聞かなかったそうです。
坂東:杉本さんから以下みんなですか?
佐々木:杉本さんは出て行くし、佐藤さんは逃げるし。一番弟子がそうなのですから、しょうがない
ですよね。
林 :その問題は、結局、中沢くんがし、たから。
佐藤文:あとは言わない。
杉本大:林先生のやり方から学んだことは、私はそういうふうにはできませんでしたけれども、ょう
するに本当のボスというのはやらせていると思わせないで、実はうまくみんなにやらせている
ということです。他に何か、ございますか。佐藤さんか誰かが「お釈迦さまの手の上で」とか。
坂東:あの頃、よく「林太陽系Jって、みんな言っていましたよね。
杉本大:林先生が中心にいて、みんなが周りを回っている。だけど楕円軌道もあったのですよ。
佐藤文:弟子たちに問うといわれると、いろいろな話があるのですけれども、 1つの話をします。私
は 1973年から Berkeleyに1年行っていたのですが、帰って来て林さんのところに行ったら、
ある助手が非常にできる院生をつかまえて、しようもない問題をやらせていると言われるので
す。だからと言って、教授先生は全然介入していないわけですが。林研にはたくさん院生がい
ましたけど、わりあい個別にこいつには大きな問題とか、こいつには誰かがきちんとつくとい
うのを見ていらっしゃったんだな、と初めて感じました。
林 :それは、中間報告発表会があったためなのです。研究室では3カ月ないし4カ月ぐらいのイン
ターパルを置いて発表会を持ったのですが、そこで、みんながどの程度問題がうまくいってい
るか、悩んでいる問題を私はちゃんと理解しているかを確認するのがもともとの私の目的だ、っ
たのです。
杉本大:中間報告会でわれわれは評価されていた、テストされていた。今日の話で出なかったことの
一つに、林先生が最初に星の進化を計算されたときに、日本では未だいまで言うコンピュー
ターですね、そのころは電子計算機ですが、それを使っている人は数えるほどしかいなかっ
た。その頃に、そういうことを始められた。私たちはそれを真似して、その頃からわりと使っ
ていました。佐藤さんは計算機が嫌いでしたけれども、私なんかは計算機を始めてからもう四
十何年です。林先生は、非常に理論的な、基本的なことを言いながら、そういうこともおやり
になったということを付け加えさせていただきます。
?????
